
熊
本
と
東
松
島
の
「
絆
」

～
こ
れ
ま
で
い
た
だ
い
た

ご
支
援
と
東
松
島
の
現
状
～

　
東
日
本
大
震
災
発
生
後
の
東
松

島
市
に
は
、
こ
れ
ま
で
熊
本
県
の

皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
震
災
発
生
直
後

の
２
０
１
１
年
４
月
か
ら
12
月
ま

で
は
、
熊
本
県
の
県
職
員
・
市
町

村
職
員
に
よ
る
合
同
支
援
チ
ー
ム

「
チ
ー
ム
熊
本
」（
全
34
次
）
が
東

松
島
市
に
派
遣
さ
れ
、
市
役
所
で

の
災
害
対
応
窓
口
業
務
や
申
請
書

類
の
整
理
、
市
内
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
４
月
か
ら
は
熊
本
市

職
員
お
よ
び
熊
本
県
内
の
市
町
村

職
員
約
40
人
が
、
東
松
島
市
の
復

興
事
業
を
担
う
た
め
、
最
長
１
年

間
、
長
期
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
熊
本
県
内
の
小
学
校
か

ら
被
災
し
た
東
松
島
の
学
校
へ
の

支
援
米
の
提
供
、
熊
本
市
図
書
館

に
よ
る
東
松
島
市
図
書
館
へ
の
移

動
図
書
館
バ
ス
の
貸
出
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
熊
本
県
Ｐ
Ｒ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー･

く
ま
モ
ン
に
も
、
被

災
し
た
東
松
島
の
保
育
所
な
ど
を

訪
れ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
を

励
ま
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
被
災
し
た
東
松
島
市
民

の
皆
さ
ん
は
、
市
内
の
１
４
５
０

戸
以
上
の
仮
設
住
宅
や
市
内
外
の

民
間
賃
貸
住
宅
な
ど
で
今
後
の
生

活
や
将
来
の
展
望
を
模
索
し
て
い

ま
す
。
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し

て
「
住
宅
の
再
建
」「
公
共
交
通

機
関
の
復
旧
」「
雇
用
の
確
保
と

地
域
経
済
の
復
興
」
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
特
に
快
適
な
住
環
境

と
安
定
し
た
雇
用
の
確
保
が
実
現

し
な
け
れ
ば
、
本
市
か
ら
の
人
口

流
出
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　
東
松
島
市
で
は
、
被
災
し
た
市

民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
「
災
害
に

強
く
安
全
な
ま
ち
」「
安
心
し
て

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
と
な
る

よ
う
、
内
陸
部
へ
の
集
団
移
転
先

の
造
成
工
事
と
災
害
公
営
住
宅
の

建
設
・
入
居
、
あ
わ
せ
て
市
民
の

住
宅
再
建
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
・
再
構
築
の
た
め
、

市
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
協
働

で
取
り
組
む
組
織
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
持
続
可
能
で
新
た
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
な
る
モ
デ
ル
都

市
を
目
指
し
、
３
年
前
、
東
松
島

市
は
国
の
環
境
未
来
都
市
の
認
定

を
受
け
、
昨
年
夏
に
は
野の

蒜び
る

海
岸

近
く
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
完
成
し

ま
し
た
。
震
災
後
か
ら
不
通
と
な

り
代
行
バ
ス
で
の
運
行
が
続
い
て

い
る
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
は
、
鉄
道
路
線

を
内
陸
部
に
移
し
て
、
平
成
27
年

中
に
開
通
予
定
で
す
。

　
津
波
で
被
害
を
受
け
た
農
地
や

漁
港
・
河
川
海
岸
の
堤
防
の
復
旧

工
事
が
現
在
も
進
め
ら
れ
、
地
域

経
済
の
担
い
手
で
あ
る
市
内
の
事

業
者
た
ち
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
種・

分
野
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
復
興
へ
の
道
の
り
は
ま
だ
ま
だ

長
く
険
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
被
災
地
・
東
松
島

の
こ
と
を
想お
も

う
こ
と
、
記
憶
す
る

こ
と
だ
け
で
も
、
大
き
な
支
援
に

な
り
ま
す
。

　
熊
本
県
と
東
松
島
市
の
縁
と
絆

が
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
深
ま

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

東松島からの報告

東松島市総務課
小
お

山
やま

淳
あつ

志
し

さん

　
少
し
ず
つ
東
松
島
の
復
興

は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
完
全

に
元
通
り
に
な
っ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
被
災
地
が
今
ど
う
い
う
状

況
な
の
か
。
支
援
を
し
よ
う

と
思
っ
て
も
、
そ
れ
を
知
ら

な
け
れ
ば
で
き
る
こ
と
は
限

ら
れ
て
き
ま
す
。
ま
ず
は
今

の
被
災
地
の
現
状
を
知
る
こ

と
。
そ
れ
が
、
支
援
へ
の
第

一
歩
と
な
る
は
ず
で
す
。

震
災
か
ら
３
年　
復
興
を
実

感
す
る
２
０
１
４
年
へ　
終

　奥松島「絆」ソーラーパークは復興と「環境未来都市」
を支援する民間企業からの事業提案から実現したものです。
　面積は4.7haで、東京ドームとほぼ同じ広さの敷地に縦
166.2cm、横99cmの太陽光パネルが14,616枚並べられて
います。発電能力は約２MW（1,999kW）で、一般家庭の
約600世帯に相当する発電が可能です。発電した電気はす
べて電力会社に売電します。敷地内に高さ４mの築山があ
り、環境学習の場として自由に見学することができます。
参考資料：市報ひがしまつしま2013年11月１日号２ページ

東松島の復興への歩み 2013

　震災前、東松島市の野
蒜・宮戸地区には海水浴
に適した海岸が数カ所あ
り、夏季は多くの海水浴客
でにぎわいました。しか
し、震災で発生した津波に
よって海岸の砂浜が流失
し、海水浴客を受け入れる
交通機関や観光施設など
も壊滅的な被害を受けま
した。地域の皆さんは海水
浴場の再開のために、がれ
きの撤去や避難誘導など
を行い、海水浴客を受け入
れる態勢を順次準備しま
した。そして、2013年７
月～８月の日曜限定の海
水浴場が開設され、期間中
（６日間）は約6,400 人が
訪れました。
参考資料：市報ひがしまつしま
2013年７月15日号７ページ、
９月15日号６ページ

↓現在の大曲浜・北上運河沿い（2013年１月撮影）
←被災直後の大曲浜・北上運河沿い（2011年３月撮影）

　東松島市では、戸建型および集合型の災害公営住宅として約
1,000戸を整備しています。今年４月には、小松谷地地区災害公営
住宅をはじめとする約250戸が完成し、順次入居を開始する予定で
す。今後も、平成27年度までに順次整備を行い、完成・入居して
いく予定になっています。
　11月に行われた現場見学会には、入居希望の市民などが訪れま
した。
参考資料：市報ひがしまつしま2013年２月１日号11ページ

３年ぶりに７・８月の日曜限定で開設した宮
みや

戸
と

・月
つき

浜
はま

海水浴場【撮影日：2013年７月】

奥松島「絆」ソーラーパークの上空からの全景【撮影日：2013年６月】

今年４月入居開始予定の小松谷地地区災害公営住宅の現場見学会【撮影日：2013年11月】
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